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は
じ
め
に

　
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
、
時
に
は
お
こ
っ
た
り
と
子
育
て

は
日
々
ド
ラ
マ
の
連
続
で
す
。
家
庭
教
育
啓
発
冊
子
「
わ

が
家
の
す
こ
や
か
日
記
」
は
、
家
族
の
ふ
れ
あ
い
や
子
育

て
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
作
品

の
う
ち
、
三
十
六
作
品
を
冊
子
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
子
ど
も
か
ら
御
家
族
の
皆
様
ま
で
幅
広
い
年
代
か
ら
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
作
品
に
は
、
家
族
へ
の
愛
情
や
感
謝
、

あ
た
た
か
い
心
と
心
の
通
い
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の

ル
ー
ル
な
ど
、
す
ば
ら
し
い
家
族
模
様
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
冊
子
を
と
お
し
て
、
子
育
て
中
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、

多
く
の
方
に
、
子
育
て
の
す
ば
ら
し
さ
や
、
家
族
の
絆
の

大
切
さ
な
ど
を
お
届
け
で
き
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
各
作
品
を
じ
っ
く
り
と
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
の
様
子
や
思
い
を
心
で
感
じ
取
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
御
家
族
や
御
友
人
と
、
感
想
を
語
り
合
っ
て

い
た
だ
き
、
そ
こ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
御
家
庭
の
ア
イ
デ

ア
あ
ふ
れ
る
新
た
な
取
組
が
始
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

★
こ
ん
な
活
用
方
法
は

　
　
　
　
　
　
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●�

わ
が
家
の
ル
ー
ル
等
に
つ
い
て
、
親
子
で
語
り
合

う
際
の
話
題
と
し
て

●�

子
育
て
広
場
等
の
親
子
が
集
ま
る
場
で
、
子
育
て

に
つ
い
て
語
り
合
う
際
の
資
料
と
し
て

●�

Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
懇
談
会
な
ど
、
保
護
者
同
士
が
家

庭
教
育
に
つ
い
て
語
り
合
う
場
で
の
資
料
と
し
て

●�

「
親
育
ち
応
援
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
使
っ
た
学

習
講
座
の
資
料
と
し
て

●�

道
徳
・
家
庭
科
等
の
授
業
な
ど
で
活
用
す
る
資
料

と
し
て

●�
各
種
研
修
の
要
項
・
会
報
等
に
コ
ラ
ム
と
し
て



●
幼
児
・
児
童
・
生
徒
の
部�

★
は
、
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
作
品
で
す
。

ペ
ー
ジ

★�
（
１
）�

ぼ
く
の
い
も
う
と�

岡
山
市
立
高
島
保
育
園�

�

古　
田　
誠
一
郎�

さ
ん�

５

★�
（
２
）�
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た
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ん�

井
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一
学
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谷　
　
　
理　
緒�
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ん�

６

★�

（
３
）�
は
じ
め
て
作
っ
た
ハ
ン
バ
ー
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総
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総
社
中
央
小
学
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第
二
学
年�

山　
谷　
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さ
ん�

７

★�

（
４
）�
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し
ゃ
れ
な
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん�

高
梁
市
立
松
原
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学
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第
三
学
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谷　
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さ
ん�

８

★�

（
５
）�

運
動
会
の
お
弁
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勝
央
町
立
勝
央
北
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四
学
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末　
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さ
ん�

９

★�

（
６
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家
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倉
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立
水
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第
五
学
年�
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さ
ん�

10

★�

（
７
）�

お
ば
あ
さ
ん
救
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矢
掛
町
立
中
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学
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第
六
学
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波
多
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さ
ん�

11

★�

（
８
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私
の
お
父
さ
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岡
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津
山
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学
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二
学
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さ
ん�

12
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（
９
）�「
大
丈
夫
」�

岡
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県
立
井
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学
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二
学
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さ
ん�

13

�

（
10
）�

わ
た
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も
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と�

金
光
学
園
こ
ど
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�
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見　
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佳�

さ
ん�

14

�

（
11
）�

お
か
あ
さ
ん
と
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く
れ
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真
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市
立
中
津
井
小
学
校�

第
一
学
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森　
な
つ
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さ
ん�

14

�

（
12
）�

ね
る
ま
え
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小
学
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学
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さ
ん�

15

�

（
13
）�「
お
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あ
さ
ん
の
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ほ
う
の
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ゅ
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市
立
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学
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第
一
学
年�

小　
林　
美　
貴�

さ
ん�

15

�

（
14
）�

わ
が
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の
ル
ー
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米
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町
立
誕
生
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小
学
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第
二
学
年�
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さ
ん�

16

�

（
15
）�

あ
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原
市
立
高
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小
学
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第
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学
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小
田
原　
夢　
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さ
ん�

16

�

（
16
）�

お
と
う
さ
ん
の
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ�

高
梁
市
立
成
羽
小
学
校�

第
二
学
年�

谷　
川　
里　
桜�

さ
ん�

17

�

（
17
）�

あ
い
さ
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倉
敷
市
立
万
寿
小
学
校�

第
三
学
年�

横　
山　
大　
惺�

さ
ん�

17

�

（
18
）�

弟
が
ね
返
り
を
し
た
よ�

倉
敷
市
立
水
島
小
学
校�

第
三
学
年�

高　
山　
美　
憂�

さ
ん�

18

�

（
19
）�

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
玉
子
や
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高
梁
市
立
高
梁
小
学
校�

第
三
学
年�

濵　
岡　
　
　
桜�

さ
ん�

18

�

（
20
）�

ぼ
く
の
家
の
ル
ー
ル�

井
原
市
立
高
屋
小
学
校�

第
四
学
年�

山　
本　
晃　
誠�

さ
ん�

19



�

（
21
）�

思
い
出�

赤
磐
市
立
山
陽
小
学
校�

第
四
学
年�

小　
林　
結　
芽�

さ
ん�

19

�
（
22
）�

き
ね
つ
き
も
ち�

西
粟
倉
村
立
西
粟
倉
小
学
校�

第
四
学
年�

井　
上　
美　
嶺�

さ
ん�

20

�
（
23
）�
分
け
合
い
の
ル
ー
ル�

美
作
市
立
英
田
小
学
校�

第
五
学
年�

柳　
澤　
萌　
花�

さ
ん�

20

�

（
24
）�
自
転
車
の
失
敗�

勝
央
町
立
勝
央
北
小
学
校�

第
五
学
年�

岸　
本　
花　
音�

さ
ん�

21

�

（
25
）�

運
動
会
の
記
録�

津
山
市
立
一
宮
小
学
校�

第
五
学
年�

山　
平　
な　
お�

さ
ん�

21

�

（
26
）�

え
ん
ぴ
つ
と
お
父
さ
ん�

井
原
市
立
大
江
小
学
校�

第
六
学
年�

大
津
寄　
智　
裕�

さ
ん�

22

�

（
27
）�

心
に
残
る
一
言�

井
原
市
立
稲
倉
小
学
校�

第
六
学
年�

谷　
　
　
里　
彩�

さ
ん�

22

�

（
28
）�

心
が
あ
た
た
ま
る
出
来
事�

津
山
市
立
弥
生
小
学
校�

第
六
学
年�

渡　
邉　
京　
子�

さ
ん�

23

�

（
29
）�

祖
父
が
プ
チ
整
形
!?�

岡
山
県
立
津
山
中
学
校�

第
一
学
年�

大　
谷　
夕　
弦�

さ
ん�

23

�

（
30
）�

祖
母
の
創
作
料
理�

早
島
町
立
早
島
中
学
校�

第
三
学
年�

益　
吉　
蒼　
真�

さ
ん�

24

�

（
31
）�

新
た
な
発
見�

岡
山
県
立
津
山
高
等
学
校�

第
一
学
年�

中　
西　
み
の
り�

さ
ん�

24

�

（
32
）�

毎
日
心
を
込
め
て�

岡
山
県
立
高
梁
高
等
学
校�

第
二
学
年�

宮　
本　
真　
美�

さ
ん�

25

　
●
保
護
者
の
部

★�

（
33
）�

優
し
く
育
っ
た
子
ど
も
に
感
動�
井
原
市
立
大
江
小
学
校�

保
護
者�

立　
間　
明　
子�

さ
ん�

27

�

（
34
）�

野
球
留
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新
見
市
立
高
尾
小
学
校�

保
護
者�

池　
田　
則　
男�

さ
ん�
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�

（
35
）�

鉄
道
と
生
活
リ
ズ
ム
の
ハ
ー
モ
ニ
ー�

岡
山
大
学
教
育
学
部
附
属
幼
稚
園�

保
護
者�

江　
本　
会
紗
子�

さ
ん�

28

　
●
一
般
の
部

★�

（
36
）�

気
付
か
せ
て
く
れ
た
こ
と�

�

高
梁
市�

藤　
森　
沙　
織�

さ
ん�
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●
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別
賞
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高
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市
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中
津
井
小
学
校
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（
21
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思
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磐
市
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山
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小
学
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四
学
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さ
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き
ね
つ
き
も
ち�

西
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村
立
西
粟
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小
学
校�
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四
学
年�

井　
上　
美　
嶺�

さ
ん�
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�

（
23
）�

分
け
合
い
の
ル
ー
ル�

美
作
市
立
英
田
小
学
校�

第
五
学
年�

柳　
澤　
萌　
花�

さ
ん�
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�

（
24
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自
転
車
の
失
敗�

勝
央
町
立
勝
央
北
小
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第
五
学
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岸　
本　
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音�

さ
ん�

21

�

（
25
）�

運
動
会
の
記
録�

津
山
市
立
一
宮
小
学
校�

第
五
学
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山　
平　
な　
お�

さ
ん�
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�

（
26
）�

え
ん
ぴ
つ
と
お
父
さ
ん�

井
原
市
立
大
江
小
学
校�

第
六
学
年�

大
津
寄　
智　
裕�

さ
ん�
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�

（
27
）�

心
に
残
る
一
言�

井
原
市
立
稲
倉
小
学
校�

第
六
学
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谷　
　
　
里　
彩�

さ
ん�
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�

（
28
）�

心
が
あ
た
た
ま
る
出
来
事�

津
山
市
立
弥
生
小
学
校�

第
六
学
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渡　
邉　
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子�

さ
ん�
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�
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29
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祖
父
が
プ
チ
整
形
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岡
山
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立
津
山
中
学
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大　
谷　
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弦�

さ
ん�

23

�

（
30
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母
の
創
作
料
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島
中
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益　
吉　
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真�
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�
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31
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新
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な
発
見�

岡
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県
立
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山
高
等
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み
の
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24

�
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32
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毎
日
心
を
込
め
て�

岡
山
県
立
高
梁
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学
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学
年�

宮　
本　
真　
美�

さ
ん�

25

　
●
保
護
者
の
部

★�
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33
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優
し
く
育
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た
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も
に
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動�
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大
江
小
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保
護
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明　
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さ
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27
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野
球
留
学�

新
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市
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高
尾
小
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保
護
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池　
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男�

さ
ん�

28

�
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35
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鉄
道
と
生
活
リ
ズ
ム
の
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ー
モ
ニ
ー�

岡
山
大
学
教
育
学
部
附
属
幼
稚
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保
護
者�

江　
本　
会
紗
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さ
ん�

28

　
●
一
般
の
部
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（
36
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付
か
せ
て
く
れ
た
こ
と�
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高
梁
市�

藤　
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●
特
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江
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新
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市
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小
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幼
児・
児
童・生
徒
の
部



5

◆
い
も
う
と
の
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
る
で
賞
◆

審
査
員
よ
り

　

妹
い
も
う
とへ
の
愛あ
い

情じ
よ
うが
た
っ
ぷ
り
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
妹
い
も
う
との
こ
と
を
優や
さ

し
く

見み

守ま
も
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
ね
。

ぼ
く
の
い
も
う
と

　
「
ぼ
く
の
い
も
う
と
が
う
ま
れ
た
よ
。
お
て
て
も
あ
し
も
す
っ
ご
く
ち
い
さ
い
け
ど
、
ぼ
く
が
ゆ
び
を
だ
す
と
ギ

ュ
ッ
て
に
ぎ
っ
て
く
れ
る
ん
だ
よ
。
ぼ
く
は
が
ん
ば
っ
て
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
っ
て
、
い
も
う
と
を
ま
も
れ
る
お
に
い
ち

ゃ
ん
に
な
る
よ
！
」

岡
山
市
立
高
島
保
育
園　
古ふ

る
田た　
誠せ

い
一い

ち
郎ろ

う�

さ
ん

幼
児
・
児
童・
生
徒



6

◆
お
と
う
さ
ん
が
だ
い
す
き
で
賞
◆

わ
た
し
の
お
と
う
さ
ん

　
わ
た
し
の
お
と
う
さ
ん
は
、
か
い
し
ゃ
に
い
っ
て
パ
ソ
コ
ン
を
し
た
り
、
こ
う
じ
ょ
う
で
は
た
ら
い
た
り
し
て
い

ま
す
。「
た
お
れ
そ
う
だ
あ
。」
と
い
っ
て
い
え
に
か
え
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、「
げ
ん
き
が
で
る
ん
じ
ゃ
あ
。」
と

い
っ
て
、
わ
た
し
に
だ
き
つ
い
て
き
ま
す
。
ち
ょ
っ
ぴ
り
ひ
げ
が
い
た
い
け
れ
ど
、
げ
ん
き
に
な
れ
る
な
ら
と
お
も

っ
て
が
ま
ん
し
て
い
ま
す
。
お
と
う
さ
ん
だ
い
す
き
。

井
原
市
立
稲
倉
小
学
校　
第
一
学
年　
谷た

に　
理り

緒お�

さ
ん

審
査
員
よ
り

　

仕し

事ご
と

で
疲つ
か

れ
て
帰か
え

っ
て
も
、
理り

緒お

さ
ん
の
顔か
お

を
見み

る
と
元げ
ん

気き

が

で
る
で
し
ょ
う
ね

幼
児
・
児
童・
生
徒



7

◆
お
か
あ
さ
ん
と
作
っ
た
ハ
ン
バ
ー
グ
は
お
い
し
い
で
賞
◆

審
査
員
よ
り

　

お
母か
あ

さ
ん
い
っ
し
ょ
に
作つ
く

っ
た
ハ
ン
バ
ー
グ
は
お
い
し
か
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。
ま
た

作つ
く
っ
て
お
父と
う
さ
ん
を
喜よ
ろ
こば
せ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

は
じ
め
て
作
っ
た
ハ
ン
バ
ー
グ

　
ま
い
日
お
し
ご
と
を
が
ん
ば
っ
て
い
る
お
父
さ
ん
に
、
手
づ
く
り
ハ
ン
バ
ー
グ
を
お
母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
作
り

ま
し
た
。
ざ
い
り
ょ
う
は
、
お
母
さ
ん
が
切
っ
て
、
わ
た
し
が
力
い
っ
ぱ
い
こ
ね
て
、
ふ
わ
ふ
わ
の
ハ
ン
バ
ー
グ
を

ハ
ー
ト
の
形
に
作
っ
て
や
き
ま
し
た
。
ハ
ン
バ
ー
グ
が
で
き
あ
が
っ
た
こ
ろ
に
、
お
父
さ
ん
が
か
え
っ
て
き
て
、
か

ぞ
く
そ
ろ
っ
て
、ハ
ン
バ
ー
グ
を
た
べ
ま
し
た
。
が
ん
ば
っ
て
作
っ
た
ハ
ン
バ
ー
グ
を
、お
父
さ
ん
が
え
が
お
で
「
す

ご
く
お
い
し
い
よ
。」
と
、
よ
ろ
こ
ん
で
く
れ
た
の
が
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
作
っ
て
、
よ
ろ
こ
ぶ

か
お
が
見
た
い
で
す
。

総
社
市
立
総
社
中
央
小
学
校　
第
二
学
年　
山や

ま
谷た

に　
彩あ

や
音ね�

さ
ん

幼
児
・
児
童・
生
徒
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◆
い
つ
ま
で
も
き
れ
い
で
賞
◆

審
査
員
よ
り

　

九
き
ゆ
う
じ
ゆ
う
ろ
く

十
六
才さ
い

の
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
し
ゃ
れ
で
す
ね
。

い
つ
ま
で
も
元げ
ん
気き

で
長な
が
生い

き
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

お
し
ゃ
れ
な
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

　
う
ち
の
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
と
っ
て
も
お
し
ゃ
れ
な
九
十
六
才
で
す
。し
ょ
っ
ち
ゅ
う
か
が
み
を
見
て
い
ま
す
。

「
美
白
こ
う
果
が
あ
る
ん
じ
ゃ
。」
と
お
茶
が
ら
を
顔
い
っ
ぱ
い
に
は
っ
て
、
じ
っ
く
り
か
が
み
を
見
て
い
ま
す
。
さ

す
が
に
み
ん
な
ギ
ョ
ッ
と
し
ま
す
。
こ
ん
な
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
私
は
、
大
好
き
で
す
。
長
生
き
し
て
ね
。
ひ
い

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。

高
梁
市
立
松
原
小
学
校　
第
三
学
年　
谷た

に
村む

ら　
彩あ

や
夏か�

さ
ん

幼
児
・
児
童・
生
徒
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◆
運
動
会
の
弁
当
は
楽
し
み
で
賞
◆

審
査
員
よ
り

　

家か

族ぞ
く

と
い
っ
し
ょ
に
食た

べ
る
お
弁べ
ん

当と
う

は
、
い
つ
も
に
も
増ま

し
て
お
い
し
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

い
つ
ま
で
も
忘わ
す
れ
ら
れ
な
い
味あ
じ
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

運
動
会
の
お
弁
当

　
運
動
会
の
中
で
も
一
番
楽
し
み
な
の
は
、
家
族
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
弁
当
を

食
べ
る
こ
と
で
す
。弁
当
の
中
に
は
、ぼ
く
の
好
き
な
物
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
ま
す
。中
身
は
全
て
手
作
り
な
の
で
、

と
て
も
お
い
し
く
て
、
つ
か
れ
も
ふ
き
と
ん
だ
気
が
し
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
作
っ
て
く
れ
た
弁

当
の
味
は
、
一
生
わ
す
れ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。勝

央
町
立
勝
央
北
小
学
校　
第
四
学
年　
末す

え
田だ　
莉り

く久�

さ
ん

幼
児
・
児
童・
生
徒
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◆
助
け
合
う
こ
と
は
大
切
で
賞
◆

審
査
員
よ
り

　

優や
さ

し
い
家か

族ぞ
く

の
様よ
う

子す

が
伝つ
た

わ
っ
て
き
ま
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も

思お
も
い
や
り
の
気き

持も

ち
を
大た
い
切せ
つ
に
過す

ご
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

ぼ
く
の
家
族

　
ぼ
く
の
家
族
に
は
、
四
十
年
間
車
い
す
の
生
活
を
し
て
い
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
ま
す
。
ぼ
く
た
ち
家
族
の
仕
事

は
、
こ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
助
け
る
こ
と
で
す
。
ト
イ
レ
に
行
く
と
き
は
、
ズ
ボ
ン
を
お
ろ
し
て
あ
げ
ま
す
。
車
に

の
る
と
き
は
、
の
っ
た
後
に
車
の
後
ろ
の
ド
ア
を
開
け
、
車
い
す
を
し
ま
い
ま
す
。
坂
が
あ
っ
た
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
背
中
は
低
い
方
に
向
き
ま
す
。
と
て
も
大
変
で
す
が
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
大
変
な
ん
だ
か
ら
、
が
ん
ば
ろ
う
と

い
つ
も
思
い
ま
す
。
い
つ
も
、
こ
う
し
て
家
族
は
な
り
立
ち
、
お
た
が
い
助
け
合
っ
て
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
今
日

も
が
ん
ば
る
ぞ
〜
。

倉
敷
市
立
水
島
小
学
校　
第
五
学
年　
西に

し
山や

ま　
純じ

ゅ
ん
ぺ
い平�

さ
ん

幼
児
・
児
童・
生
徒
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幼
児
・
児
童・
生
徒

◆
優
し
い
姉
の
よ
う
に
な
り
た
い
で
賞
◆

審
査
員
よ
り

　

優や
さ

し
い
お
姉ね
え

さ
ん
で
す
ね
。
お
姉ね
え

さ
ん
の
よ
う
に
困こ
ま

っ
て
い
る
人ひ
と

を

助た
す
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
ね
。

お
ば
あ
さ
ん
救
助

　
あ
る
日
の
夕
方
、
父
と
姉
が
犬
の
散
歩
を
し
て
い
る
と
、
お
し
車
ご
と
み
ぞ
に
落
ち
て
い
る
お
ば
あ
さ
ん
を
遠
く

に
見
つ
け
た
そ
う
で
す
。
す
る
と
姉
は
、
急
に
走
り
出
し
て
お
ば
あ
さ
ん
を
助
け
あ
げ
、
お
し
車
を
起
こ
し
て
あ
げ

た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
「
家
は
ど
こ
で
す
か
？
」
と
聞
い
て
家
ま
で
お
く
っ
て
あ
げ
た
そ
う
で
す
。
私
は
、
も
う
す

ぐ
中
学
生
に
な
る
け
れ
ど
姉
み
た
い
に
困
っ
て
い
る
人
が
い
る
と
助
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

矢
掛
町
立
中
川
小
学
校　
第
六
学
年　
波は

た

の
多
野　
七な

な
虹こ�

さ
ん
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幼
児
・
児
童・
生
徒

◆
正
し
い
こ
と
を
言
う
父
は
最
高
で
賞
◆

審
査
員
よ
り

　

き
ち
ん
と
筋す
じ

を
通と
お

し
て
自じ

分ぶ
ん

の
気き

持も

ち
を
伝つ
た

え
る
こ
と
の
で
き
る

お
父と
う
さ
ん
は
立り
っ
派ぱ

で
す
ね
。

私
の
お
父
さ
ん

　
私
の
お
父
さ
ん
は
、
め
ん
ど
う
な
人
で
す
。
家
族
以
外
で
も
す
ぐ
怒
る
し
、
文
句
言
う
し
、
い
ろ
ん
な
人
に
か
ら

み
に
行
く
し
、い
か
つ
い
で
す
。
私
の
友
達
に
も
よ
く
か
ら
み
に
行
き
ま
す
。
正
直
や
め
て
ほ
し
い
時
も
あ
り
ま
す
。

で
も
私
は
そ
ん
な
お
父
さ
ん
の
こ
と
が
好
き
で
す
。
お
父
さ
ん
が
怒
っ
た
り
、
文
句
を
言
う
時
は
き
ち
ん
と
筋
が
通

っ
て
い
て
け
っ
こ
う
正
し
い
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
人
に
か
ら
み
に
行
く
け
ど
、
お
父
さ
ん
は
友
達
も

多
く
て
人
気
者
で
す
。

　
家
族
の
こ
と
を
い
つ
も
考
え
、
行
動
し
て
く
れ
る
私
の
お
父
さ
ん
は
最
高
の
お
父
さ
ん
で
す
。

岡
山
県
立
津
山
中
学
校　
第
二
学
年　
西に

し
本も

と　
果か

ほ保�

さ
ん
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幼
児
・
児
童・
生
徒

◆
母
の
言
葉
で
が
ん
ば
れ
る
で
賞
◆

審
査
員
よ
り

　

お
母か
あ

さ
ん
の
言こ
と

葉ば

の
力ち
か
らは
大お
お

き
い
で
す
ね
。
優や
さ

し
い
お
母か
あ

さ
ん
の

愛あ
い
情じ
ょ
うが
伝つ
た
わ
っ
て
き
ま
す
。

「
大
丈
夫
」

　
「
大
丈
夫
だ
よ
。
マ
マ
の
子
だ
も
ん
。」
こ
れ
が
私
の
母
の
口
ぐ
せ
で
す
。
私
が
部
活
で
悩
ん
で
い
る
時
、
課
題
が

進
ま
な
い
時
、
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か
ず
落
ち
込
ん
で
い
る
時
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
こ
の
言
葉
を
か
け
て

く
れ
ま
す
。

　
私
に
と
っ
て
母
は
、
優
し
く
、
し
か
し
間
違
え
る
と
厳
し
く
叱
っ
て
く
れ
、
た
く
さ
ん
の
愛
情
を
注
い
で
く
れ
る

人
で
す
。
そ
し
て
、
そ
ん
な
母
に
憧
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
私
は
、
こ
の
言
葉
を
か
け
て
も
ら
え
る
と
、〝
も
う
一

度
頑
張
っ
て
み
よ
う
〟
と
思
え
ま
す
。
こ
の
言
葉
、
愛
情
を
か
け
て
く
れ
る
マ
マ
へ
、
あ
り
が
と
う
。

岡
山
県
立
井
原
高
等
学
校　
第
二
学
年　
和わ

だ田　
愛あ

い
加か�

さ
ん
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お
か
あ
さ
ん
と
か
く
れ
ん
ぼ

　
あ
し
た
が
お
や
す
み
の
ひ
は
、
と
き
ど
き
お
か
あ
さ
ん
が
は
や
く
か
え
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
い
え
の
な
か
で
か

く
れ
ん
ぼ
を
し
ま
す
。
お
か
あ
さ
ん
が
、
お
に
に
な
り
ま
す
。

「
よ
う
し
、
み
つ
け
て
こ
し
ょ
こ
し
ょ
す
る
ぞ
。」

「
や
め
て
え
。」
と
い
っ
て
お
お
わ
ら
い
。
お
に
い
ち
ゃ
ん
だ
け
は
、
な
ん
に
も
い
わ
ず
に
お
お
わ
ら
い
。

お
か
あ
さ
ん
、
あ
と
一
か
い
し
よ
う
よ
。
お
か
あ
さ
ん
と
あ
そ
ぶ
の
だ
い
す
き
。

真
庭
市
立
中
津
井
小
学
校　
第
一
学
年　
髙た

か
も
り森　

な
つ
き�

さ
ん

わ
た
し
の
い
も
う
と

　
お
か
あ
さ
ん
は
、
し
ん
ど
か
っ
た
け
れ
ど
、
が
ん
ば
っ
て
い
も
う
と
を
う
ん
で
く
れ
た
の
で
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。

　
い
も
う
と
が
い
な
く
て
、
と
て
も
さ
み
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
う
ま
れ
て
か
ら
、
に
ぎ
や
か
に
な
っ
た
の
で
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
か
ら
か
ら
の
お
も
ち
ゃ
で
、
あ
そ
ん
だ
と
き
の
え
が
お
が
と
て
も
か
わ
い
い
で
す
。

　
お
お
き
く
な
っ
た
ら
い
も
う
と
と
、
じ
て
ん
し
ゃ
で
あ
そ
び
た
い
で
す
。

〔
補
足
説
明
〕　�

安
定
期
に
入
っ
て
も
体
調
が
す
ぐ
れ
ず
、
結
局
出
産
時
ま
で
ず
っ
と
具
合
の
悪
い
毎
日
で
し
た
。
そ
の
た
め
侑
佳
に
は
寂
し
い
思
い
を
た
く
さ
ん
さ
せ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
妹
の
誕
生
を
誰
よ
り
も
喜
ん
で
く
れ
た
の
は
侑
佳
で
し
た
。
姉
に
な
っ
て
と
て
も
嬉
し
い
気
持
ち
を
書
い
て
み
ま
し
た
。

金
光
学
園
こ
ど
も
園　
　
高た

か
み見　

侑ゆ
う
か佳�

さ
ん

幼
児
・
児
童・
生
徒
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「
お
か
あ
さ
ん
の
ま
ほ
う
の
ぎ
ゅ
っ
」

　
わ
た
し
の
お
か
あ
さ
ん
は
、
ま
ほ
う
つ
か
い
み
た
い
で
す
。
つ
か
れ
た
と
き
、
お
か
あ
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
い
っ
て
、

「
ぎ
ゅ
っ
」
と
だ
き
し
め
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
わ
た
し
の
や
る
き
が
マ
ッ
ク
ス
に
な
っ
て
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
が
ん
ば
れ
ま
す
。
お
か
あ
さ
ん
の
「
ぎ
ゅ
っ
」
は
、
わ
た
し
を
げ
ん
き
に
す
る
ま
ほ
う
で
す
。
ま
ほ
う
つ

か
い
の
よ
う
な
お
か
あ
さ
ん
が
わ
た
し
は
だ
い
す
き
で
す
。

新
見
市
立
高
尾
小
学
校　
第
一
学
年　
小こ

ば
や
し林　

美み

貴き�

さ
ん

ね
る
ま
え
の
え
ほ
ん

　
ぼ
く
は
い
つ
も
ね
る
ま
え
に
と
う
ち
ゃ
ん
が
え
ほ
ん
を
よ
ん
で
く
れ
ま
す
。

ぼ
く
が
す
き
な
え
ほ
ん
を
え
ら
ん
で
と
う
ち
ゃ
ん
に
よ
ん
で
も
ら
い
ま
す
。

そ
れ
が
ぼ
く
は
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

だ
か
ら
ぼ
く
は
え
ほ
ん
が
だ
い
す
き
に
な
り
ま
し
た
。

倉
敷
市
立
水
島
小
学
校　
第
一
学
年　
樋ひ

か
み上　

晴は
る

太た�

さ
ん

幼
児
・
児
童・
生
徒
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児
童
・
生
徒

あ
り
が
と
う

　

わ
た
し
に
は
三
か
月
に
な
る
い
も
う
と
が
い
ま
す
。
わ
た
し
が
だ
っ
こ
す
る
と
な
き
や
ん
だ
り
、
ね
む
っ
た
り
、

か
お
を
み
て
わ
ら
っ
た
り
し
て
く
れ
ま
す
。
い
も
う
と
が
う
ま
れ
て
か
ら
わ
が
家
は
ま
す
ま
す
た
の
し
く
な
り
ま
し

た
。
ゆ
き
ち
ゃ
ん
、
こ
の
家
に
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
い
つ
も
み
ん
な
を
や
さ
し
い
き
も
ち
に
し
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
え
が
お
を
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

　
井
原
市
立
高
屋
小
学
校　
第
二
学
年　
小お

田だ

原は
ら　

夢ゆ

芽め�

さ
ん

わ
が
や
の
ル
ー
ル

　

わ
た
し
の
家
は
、「
へ
ん
じ
」、「
こ
と
ば
づ
か
い
」、「
言
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
は
言
わ
な
い
」
と
い
う
ル
ー
ル

が
あ
り
ま
す
。

　
よ
ば
れ
て
も
へ
ん
じ
を
し
な
か
っ
た
ら
、
い
く
ら
じ
ぶ
ん
が
つ
た
え
た
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
聞
い
て
も
ら
え
ま

せ
ん
。
で
も
、「
ご
め
ん
な
さ
い
。」
と
あ
や
ま
れ
ば
、
ゆ
る
し
て
も
ら
え
ま
す
。
こ
と
ば
づ
か
い
に
も
気
を
つ
け
て
、

人
が
き
ず
つ
く
よ
う
な
こ
と
は
言
わ
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　
久
米
南
町
立
誕
生
寺
小
学
校　
第
二
学
年　
後ご

藤と
う　

瑞み
ず

希き�

さ
ん

幼
児
・
児
童・
生
徒
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お
と
う
さ
ん
の
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ

　
わ
た
し
の
お
と
う
さ
ん
は
、
あ
つ
く
な
る
と
か
き
ご
お
り
や
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
を
つ
く
っ
て
く
れ
ま
す
。
一
ば

ん
す
き
な
あ
じ
は
、
ぶ
ど
う
あ
じ
で
す
。
ぶ
ど
う
の
み
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
て
、
シ
ャ
リ
シ
ャ
リ
し
て
と
て
も
お

い
し
い
で
す
。
み
ん
な
で
「
お
い
し
い
ね
。」
と
た
べ
る
の
が
、
夏
の
た
の
し
み
で
す
。

　
高
梁
市
立
成
羽
小
学
校　
第
二
学
年　
谷た

に
川か

わ　
里り

桜お�

さ
ん

幼
児
・
児
童・
生
徒あ

い
さ
つ

　
朝
お
き
て
一
番
に
す
る
こ
と
は
、
お
は
よ
う
の
あ
い
さ
つ
で
す
。
元
気
が
な
い
あ
い
さ
つ
を
す
る
と
お
と
う
さ
ん

は
、「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
か
。」
と
心
配
を
し
て
聞
い
て
き
ま
す
。
あ
い
さ
つ
は
目
と
目
を
あ
わ
せ
て
す
る
か
ら
、
体
の

具
合
が
わ
る
い
の
が
わ
か
る
そ
う
で
す
。
毎
日
元
気
の
い
い
あ
い
さ
つ
が
し
た
い
で
す
。

　
倉
敷
市
立
万
寿
小
学
校　
第
三
学
年　
横よ

こ
山や

ま　
大た

い
惺せ

い�

さ
ん
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幼
児
・
児
童・
生
徒 弟

が
ね
返
り
を
し
た
よ

　
わ
た
し
に
は
、
弟
が
い
ま
す
。
四
月
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
ね
返
り
を
す
る
前
は
、
う
で
が
ぬ
け
な
く
っ
て
、
で
き

そ
う
で
、
で
き
な
か
っ
た
で
す
。
毎
日
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
、
そ
れ
か
ら
妹
と
わ
た
し
で
「
あ
っ
も
う
ち
ょ
っ
と
、

が
ん
ば
っ
て
。」と
い
い
な
が
ら
見
て
い
ま
し
た
。
わ
た
し
が
、学
校
か
ら
帰
る
と
、お
母
さ
ん
が
、「
ね
返
り
し
た
よ
。」

と
い
い
ま
し
た
。
わ
た
し
と
妹
は
と
っ
て
も
う
れ
し
く
て
、
す
ぐ
弟
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
ほ
め
ま
し
た
。

　
宿
題
が
終
わ
っ
て
弟
と
遊
ん
で
い
る
と
、
弟
が
ね
返
り
を
し
ま
し
た
。
と
っ
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
こ
う
や

っ
て
わ
た
し
も
大
き
く
な
っ
た
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

倉
敷
市
立
水
島
小
学
校　
第
三
学
年　
高た

か
山や

ま　
美み

ゆ憂�

さ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
玉
子
や
き

　
い
つ
も
あ
ま
い
玉
子
や
き
を
作
っ
て
く
れ
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
入
院
し
ま
し
た
。

　

学
校
か
ら
帰
る
と
、「
お
か
え
り
、
玉
子
や
き
食
べ
る
？
」
と
い
つ
も
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
声
が
な
く
て
、
な
み

だ
が
出
ま
し
た
。

　
何
日
も
何
日
も
た
っ
て
、
た
い
院
出
来
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
玉
子
や
き
は
、
前
よ
り
あ
ま
く
て
、
も
っ
と
お
い
し

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

高
梁
市
立
高
梁
小
学
校　
第
三
学
年　
濵は

ま
お
か岡　

桜さ
く
ら　

さ
ん



19

ぼ
く
の
家
の
ル
ー
ル

　

ぼ
く
の
家
で
は
、
ご
は
ん
の
時
テ
レ
ビ
を
消
し
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
去
年
お
父
さ
ん
が
、「
食
事
の
時
は
家

族
で
し
ゃ
べ
ろ
う
。」
と
言
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
い
つ
も
今
日
あ
っ
た
で
き
ご
と
を
し
ゃ
べ
る
の
が
楽
し
み

で
す
。「
ご
は
ん
は
ま
だ
か
な
。
今
日
は
何
し
ゃ
べ
ろ
う
。」
と
、
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

井
原
市
立
高
屋
小
学
校　
第
四
学
年　
山や

ま
本も

と　
晃こ

う
誠せ

い�

さ
ん

幼
児
・
児
童・
生
徒思

い
出

　
わ
た
し
の
家
に
は
、
思
い
出
の
品
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
私
の
小
さ
い
こ
ろ
の
写
真
や
、
生
ま
れ
て
か
ら
の
一

日
一
日
の
成
長
を
記
ろ
く
し
た
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
お
父
さ
ん
も
お
母
さ
ん
も
、
そ
う
い
う
物
を
大
事
に
し

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
そ
れ
を
見
る
と
、
と
て
も
温
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
と
て
も
話
が
も
り
上
が
り
ま
す
。
だ

か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
、
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
わ
が
家
の
自
ま
ん
で
す
。

赤
磐
市
立
山
陽
小
学
校　
第
四
学
年　
小こ

ば
や
し林　

結ゆ

芽め�

さ
ん
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き
ね
つ
き
も
ち

　
わ
が
や
で
は
、
十
二
月
の
終
わ
り
ご
ろ
に
も
ち
つ
き
を
し
ま
す
。
き
ね
と
う
す
を
つ
か
っ
た
手
づ
く
り
の
お
も
ち

で
す
。
自
分
達
で
か
ま
ど
に
火
を
お
こ
し
て
、お
こ
め
を
む
す
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。
火
の
ば
ん
を
し
た
り
、

時
に
は
き
ね
を
も
っ
て
も
ち
を
つ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
と
て
も
た
い
へ
ん
だ
け
ど
、
家
族
そ
ろ
っ
て
す
る
お
も
ち

つ
き
は
、
と
て
も
た
の
し
い
で
す
。
つ
き
た
て
の
お
も
ち
は
、
と
て
も
の
び
が
よ
く
て
日
本
一
お
い
し
い
で
す
。

〔
補
足
説
明
〕　�
こ
の
お
米
は
、
お
父
さ
ん
が
自
家
栽
培
し
て
い
る
も
ち
米
で
す
。
無
農
薬
、
少
肥
料
で
メ
ダ
カ
を
使
っ
て
雑
草
を
駆
除
し
て
い
る
の
で
、「
メ
ダ
カ
米
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

西
粟
倉
村
立
西
粟
倉
小
学
校　
第
四
学
年　
井い

の
う
え上　

美み

嶺れ
い�

さ
ん

幼
児
・
児
童・
生
徒 分

け
合
い
の
ル
ー
ル

　
こ
れ
は
、
お
母
さ
ん
の
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
続
い
て
い
る
、
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
柳
澤
家
の
ル
ー
ル
で
す
。
お
ま

ん
じ
ゅ
う
一
個
で
も
、
家
族
で
分
け
合
っ
て
食
べ
る
こ
と
。
そ
れ
は
、
お
い
し
い
物
を
み
ん
な
で
分
け
て
食
べ
る
と
、

ち
ょ
っ
と
の
幸
せ
が
家
族
で
分
け
合
え
て
、
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
。

　

お
母
さ
ん
は
、
こ
の
ル
ー
ル
を
「
び
ん
ぼ
う
く
さ
く
て
、
は
ず
か
し
い
。」
と
言
う
け
れ
ど
私
は
、
こ
の
ル
ー
ル

が
大
好
き
で
す
。
そ
れ
は
、
ど
う
し
て
か
と
言
う
と
、
み
ん
な
が
少
し
の
物
で
お
い
し
い
と
、
笑
顔
に
な
れ
る
か
ら

で
す
。
も
う
少
し
食
べ
た
い
な
と
思
う
こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
、
一
つ
の
物
を
分
け
て
、
み
ん
な
が
「
お
い
し
か
っ
た

ね
。」
と
笑
い
合
え
る
の
が
こ
の
ル
ー
ル
の
い
い
と
こ
ろ
で
す
。

美
作
市
立
英
田
小
学
校　
第
五
学
年　
柳や

な
ぎ
さ
わ澤　

萌も
え

花か�

さ
ん
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自
転
車
の
失
敗

　

私
に
は
、
年
長
の
弟
が
い
ま
す
。
そ
の
弟
が
、
最
近
こ
ま
な
し
自
転
車
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
え
ば
、

私
も
ち
ょ
う
ど
弟
ぐ
ら
い
の
時
に
、
自
転
車
の
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
い
だ
、
弟
の
自
転
車
の
練
習
を
い
っ
し
ょ
に
し
ま
し
た
。
一
人
で
乗
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
遠
く
で

見
て
い
る
と
、
弟
が
田
ん
ぼ
に
落
ち
ま
し
た
。
ど
ろ
だ
ら
け
に
な
っ
て
泣
き
な
が
ら
帰
っ
て
き
た
弟
に
、「
お
姉
ち

ゃ
ん
も
年
長
の
時
に
、
さ
っ
き
落
ち
た
と
こ
と
お
ん
な
じ
と
こ
に
落
ち
た
ん
で
。」
と
い
う
と
、
弟
が
泣
き
や
み
、

い
っ
し
ょ
に
笑
い
ま
し
た
。

勝
央
町
立
勝
央
北
小
学
校　
第
五
学
年　
岸き

し
も
と本　

花か

音の
ん�

さ
ん

幼
児
・
児
童・
生
徒運

動
会
の
記
録

　
毎
年
、
私
の
運
動
会
に
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
見
に
来
て
く
れ
ま
す
。
で
も
三
年
生
の
時
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
は
私
の
全
て
の
競
技
を
ビ
デ
オ
に
と
っ
て
く
れ
た
の
で
、
運
動
会
が
終
わ
っ
て
み
ん
な
で
見
て
み
る
と
、

私
と
同
じ
か
み
型
を
し
た
友
達
を
と
っ
て
い
た
の
で
み
ん
な
で
大
ば
く
し
ょ
う
し
ま
し
た
。
で
も
私
は
一
生
け
ん
命

に
応
え
ん
し
て
く
れ
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
で
す
。

津
山
市
立
一
宮
小
学
校　
第
五
学
年　
山や

ま
平ひ

ら　
な
お�

さ
ん
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え
ん
ぴ
つ
と
お
父
さ
ん

　

ぼ
く
の
お
父
さ
ん
は
毎
日
こ
う
言
い
ま
す
。「
え
ん
ぴ
つ
け
ず
ろ
う
か
？
」
ぼ
く
は
昔
か
ら
お
父
さ
ん
に
カ
ッ
タ

ー
で
け
ず
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
最
初
は
み
ん
な
に
見
ら
れ
て
は
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
、
今
は
も
う
慣
れ
て
い
ま
す
。

決
し
て
め
ん
ど
く
さ
い
わ
け
で
は
な
い
け
ど
、
と
て
も
た
す
か
っ
て
い
ま
す
。
お
父
さ
ん
が
け
ず
る
と
、
と
て
も
持

ち
や
す
い
の
で
と
て
も
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
や
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

井
原
市
立
大
江
小
学
校　
第
六
学
年　
大お

お
津つ

寄き　
智と

も
裕ひ

ろ�

さ
ん

幼
児
・
児
童・
生
徒 心

に
残
る
一
言

　
私
は
、「
大
丈
夫
？
」
と
言
わ
れ
た
時
、「
生
き
て
い
る
か
ら
、
大
丈
夫
じ
ゃ
な
い
？
」
と
、
よ
く
言
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
私
は
、
小
学
校
五
年
生
の
時
、
病
気
に
な
り
ま
し
た
。
頭
の
病
気
で
、
か
な
り
の
激
痛
で
す
。
未
だ
続

く
そ
れ
は
、
良
く
は
な
っ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
か
な
り
辛
い
も
の
で
す
。
特
効
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
る
時
、
母

が
言
い
ま
し
た
。「
生
き
て
い
る
か
ら
、
大
丈
夫
じ
ゃ
な
い
？
っ
て
あ
な
た
よ
く
言
う
で
し
ょ
う
。
あ
の
言
葉
す
ご

く
心
に
残
っ
て
る
ん
だ
よ
。
本
当
に
し
ん
ど
い
時
に
は
な
か
な
か
言
え
な
い
事
だ
か
ら
ね
。」
と
。
い
つ
で
も
で
き

る
か
ぎ
り
側
に
い
る
よ
う
に
し
て
く
れ
て
。
い
つ
も
忙
し
い
は
ず
な
の
に
ず
っ
と
気
に
か
け
て
く
れ
て
い
て
。
母
の

方
が
体
調
心
配
に
な
る
ぐ
ら
い
で
。
母
の
方
が
辛
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
さ
え
思
う
の
に
、
そ
れ
で
も
見
せ
る
顔
は
笑

顔
で
。
そ
ん
な
母
の
言
葉
は
、
深
く
私
を
つ
き
さ
し
て
、
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
は
、
あ
の
一
言
の

方
が
あ
の
一
言
こ
そ
が
心
に
残
る
一
言
で
す
。井

原
市
立
稲
倉
小
学
校　
第
六
学
年　
谷た

に　
　
里り

さ彩�

さ
ん
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心
が
あ
た
た
ま
る
出
来
事

　
私
が
か
ぜ
を
ひ
く
と
、
お
母
さ
ん
は
一
日
中
私
の
看
病
を
し
て
く
れ
ま
す
。
か
ぜ
を
ひ
い
た
時
に
い
つ
も
食
べ
る

の
は
、
あ
っ
た
か
い
卵
の
お
か
ゆ
で
す
。
そ
れ
を
食
べ
る
と
い
つ
も
優
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
す
ご
く
、
お
い

し
い
で
す
。
私
も
お
母
さ
ん
に
な
っ
た
ら
子
ど
も
に
優
し
い
気
持
ち
に
な
れ
る
よ
う
な
卵
の
お
か
ゆ
を
作
り
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

津
山
市
立
弥
生
小
学
校　
第
六
学
年　
渡わ

た
な
べ邉　

京き
ょ
う
こ子�

さ
ん

幼
児
・
児
童・
生
徒祖

父
が
プ
チ
整
形
!?

　
最
近
の
わ
が
家
で
一
番
の
話
題
は
、祖
父
が
プ
チ
整
形
を
し
た
こ
と
だ
。
し
わ
で
小
さ
く
ふ
さ
が
っ
て
い
た
目
が
、

パ
ッ
チ
リ
大
き
な
目
に
変
身
し
た
。
プ
チ
整
形
と
い
っ
て
も
、
も
ち
ろ
ん
美
容
目
的
で
は
な
い
。
病
院
で
「
眼
け
ん

下
垂
」
と
診
断
さ
れ
、
老
化
で
垂
れ
下
が
っ
て
い
た
ま
ぶ
た
を
切
り
取
っ
て
も
ら
っ
た
の
だ
。

　
祖
父
は
、「
足
元
が
見
や
す
く
な
っ
た
し
、
視
界
が
明
る
く
な
っ
て
嬉
し
い
わ
。」
と
喜
ん
で
い
る
。
視
界
だ
け
で

な
く
自
分
自
身
も
前
よ
り
生
き
生
き
と
明
る
く
な
っ
た
祖
父
を
見
て
、
家
族
み
ん
な
笑
顔
に
な
っ
た
。

岡
山
県
立
津
山
中
学
校　
第
一
学
年　
大お

お
谷た

に　
夕ゆ

弦づ
る�

さ
ん
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祖
母
の
創
作
料
理

　
ご
ぼ
う
が
邪
魔
な
爆
発
コ
ロ
ッ
ケ
、
味
が
な
い
ス
テ
ー
キ
。
祖
母
の
失
敗
料
理
の
数
々
で
あ
る
。
祖
母
は
「
グ
ラ

ン
ド
マ
ザ
ー
」
と
呼
ぶ
よ
う
強
制
し
て
く
る
。
そ
の
グ
ラ
ン
ド
マ
ザ
ー
は
一
日
中
家
で
過
ご
し
て
い
る
の
で
ご
は
ん

を
よ
く
作
っ
て
く
れ
る
。
そ
れ
は
あ
り
が
た
い
け
ど
、
い
つ
も
余
り
物
を
ご
は
ん
に
ぶ
ち
こ
む
か
ら
、
も
う
味
は
無

茶
苦
茶
だ
。
お
い
し
い
と
き
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
。
い
つ
も
感
想
を
聞
い
て
く
る
。
ダ
メ
出
し
を
受
け
る
。
そ
れ
で
も
、

グ
ラ
ン
ド
マ
ザ
ー
は
大
笑
い
し
て
、
こ
り
ず
に
変
な
物
を
つ
く
る
。
そ
ん
な
グ
ラ
ン
ド
マ
ザ
ー
は
大
物
だ
。

早
島
町
立
早
島
中
学
校　
第
三
学
年　
益ま

す
よ
し吉　

蒼そ
う

真ま�

さ
ん

幼
児
・
児
童・
生
徒 新

た
な
発
見

　
私
は
両
親
、
兄
二
人
、
姉
、
妹
の
七
人
家
族
で
す
。
妹
は
私
が
十
歳
の
時
に
生
ま
れ
、
当
時
の
様
子
は
今
で
も
鮮

明
に
憶
え
て
い
ま
す
。

　
十
年
間
と
い
う
長
い
間
末
っ
子
生
活
を
送
っ
て
い
た
私
に
と
っ
て
、
妹
の
存
在
は
異
質
で
あ
り
ま
し
た
が
、
愛
お

し
く
思
う
気
持
ち
の
方
が
と
て
も
強
か
っ
た
で
す
。
そ
の
時
気
付
い
た
事
は
「
私
は
こ
ん
な
に
も
家
族
に
愛
情
を
注

い
で
も
ら
い
、
大
き
く
な
っ
た
ん
だ
。」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
も
の
ご
と
が
少
し
ず
つ
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
十
歳
の
時
に
妹
が
生
ま
れ
た
事
は
、
自
分
が
ど
れ
だ
け
家
族

に
愛
さ
れ
て
い
る
の
か
、
家
族
が
ど
れ
ほ
ど
温
か
い
も
の
な
の
か
を
、
初
め
て
私
に
気
付
か
せ
て
く
れ
た
出
来
事
で

し
た
。

岡
山
県
立
津
山
高
等
学
校　
第
一
学
年　
中な

か
西に

し　
み
の
り�

さ
ん



25

毎
日
心
を
込
め
て

　
私
の
家
で
は
、
お
米
を
毎
回
買
う
こ
と
も
野
菜
を
毎
日
の
よ
う
に
買
う
こ
と
も
な
い
。
祖
父
が
野
菜
や
お
米
を
作

っ
て
い
る
。
そ
の
野
菜
を
見
る
と
祖
父
が
元
気
な
こ
と
が
分
か
る
の
が
嬉
し
い
。
食
べ
ら
れ
る
感
謝
よ
り
、
作
っ
て

く
れ
る
祖
父
に
日
々
感
謝
し
て
「
い
た
だ
き
ま
す
。」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
。」
と
こ
れ
か
ら
も
言
い
た
い
。

岡
山
県
立
高
梁
高
等
学
校　
第
二
学
年　
宮み

や
本も

と　
真ま

み美�

さ
ん

幼
児
・
児
童・
生
徒



保
護
者
の
部

一
般
の
部
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保
護
者
・一
般

◆
優
し
い
子
ど
も
に
育
っ
た
で
賞
◆

審
査
員
よ
り

　
優や
さ
し
い
お
子こ

さ
ん
の
成せ
い
長ち
ょ
うを
感か
ん
じ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
優や
さ
し
く
思お
も
い
や
り
の
あ
る
お
子こ

さ
ん
で
い
て
ほ
し

い
で
す
ね
。

優
し
く
育
っ
た
子
ど
も
に
感
動

　
小
学
二
年
の
時
、
子
ど
も
が
く
つ
を
び
し
ょ
び
し
ょ
に
ぬ
ら
し
て
帰
っ
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
理
由
を
聞

い
て
も
「
な
ん
か
ぬ
れ
た
。」
と
言
う
だ
け
で
し
た
。
私
は
い
つ
も
の
よ
う
に
よ
そ
見
を
し
て
い
て
溝
に
は
ま
っ
た

の
だ
ろ
う
と
思
い
「
前
を
向
い
て
歩
か
ん
か
ら
よ
！
」
と
怒
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
近
所
の
一
学
年
下
の
お
母
さ
ん
か
ら
電
話
が
あ
り
、
川
に
落
と
し
た
そ
の
子
の
教
科
書
を
ひ
ろ
っ
て
あ

げ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
私
は
き
ち
ん
と
理
由
を
聞
か
ず
怒
っ
た
こ
と
を
後
悔
し
、
優
し
く
育
っ
た
子
ど

も
の
心
に
感
動
し
ま
し
た
。

井
原
市
立
大
江
小
学
校　
保
護
者　
立た

つ
間ま　
明あ

き
子こ�

さ
ん

【
保
護
者
の
部
】
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野
球
留
学

　
う
ち
の
家
族
は
五
人
家
族
。
中
二
の
長
男
、
小
二
の
次
男
、
年
長
さ
ん
の
長
女
。
い
つ
も
一
緒
だ
っ
た
五
人
。
し

か
し
野
球
少
年
の
長
男
、
四
月
か
ら
野
球
留
学
の
為
に
長
崎
の
祖
父
母
の
も
と
へ
一
人
旅
立
つ
こ
と
に
…
。
い
く
ら

子
供
の
夢
だ
と
し
て
も
辛
い
決
断
で
し
た
。
夏
休
み
久
し
ぶ
り
に
会
う
と
一
回
り
た
く
ま
し
く
大
人
に
な
っ
た
よ
う

に
見
え
ま
し
た
。
楽
し
い
時
間
は
過
ぎ
る
の
も
早
く
あ
っ
と
い
う
間
に
別
れ
の
日
。
中
学
校
の
登
校
日
、
学
校
ま
で

送
り
そ
こ
で
お
別
れ
。
息
子
の
目
に
涙
…
私
達
も
涙
。
我
慢
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
さ
み
し
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

人
目
も
は
ば
か
ら
ず
泣
い
て
い
ま
し
た
。
自
分
で
選
ん
だ
道
、
頑
張
っ
て
！

　
い
つ
も
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
追
伸　
新
人
戦
に
向
け
て
野
球
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

新
見
市
立
高
尾
小
学
校　
保
護
者　
池い

け
田だ　
則の

り
男お�

さ
ん

鉄
道
と
生
活
リ
ズ
ム
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

　
我
が
家
は
線
路
沿
い
に
建
っ
て
い
る
た
め
、
目
の
前
を
大
き
な
音
と
と
も
に
客
車
や
貨
物
列
車
が
ほ
ぼ
定
刻
に
通

過
し
ま
す
。
夫
が
目
覚
ま
し
時
計
代
わ
り
に
し
て
い
る
の
は
、
朝
五
時
十
九
分
に
通
過
す
る
貨
物
列
車
の
音
。
寝
台

特
急
が
好
き
な
息
子
の
目
覚
ま
し
時
計
は
、朝
六
時
三
十
四
分
に
通
過
す
る
サ
ン
ラ
イ
ズ
瀬
戸
号
。
朝
の
身
支
度
は
、

朝
七
時
過
ぎ
の
貨
物
列
車
の
音
で
開
始
し
ま
す
。毎
日
鉄
道
の
通
過
と
と
も
に
リ
ズ
ム
あ
る
生
活
を
楽
し
み
な
が
ら
、

息
子
に
時
間
の
感
覚
を
覚
え
て
い
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

岡
山
大
学
教
育
学
部
附
属
幼
稚
園　
保
護
者　
江え

本も
と　

会あ

さ

こ
紗
子�

さ
ん
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◆
小
さ
な
成
長
に
感
動
し
た
で
賞
◆

気
付
か
せ
て
く
れ
た
こ
と

　
そ
の
日
私
は
仕
事
で
、隣
に
住
む
主
人
の
母
に
二
歳
の
息
子
を
預
か
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
帰
宅
す
る
な
り
、

「
私
は
と
て
も
感
動
し
た
！
」
と
母
。
聞
く
と
、
な
か
な
か
昼
寝
を
し
な
い
息
子
の
横
で
寝
た
ふ
り
を
し
て
い
る
と
、

息
子
が
母
に
布
団
を
か
け
て
く
れ
た
と
の
こ
と
。
感
動
を
か
み
し
め
て
い
る
母
の
横
で
私
は
猛
反
省
で
す
。

　
実
は
す
で
に
息
子
か
ら
布
団
を
か
け
て
も
ら
っ
た
こ
と
の
あ
る
私
。
保
育
園
で
覚
え
た
ん
だ
ろ
う
、
程
度
に
し
か

思
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　
小
さ
な
成
長
に
感
動
し
気
付
か
せ
て
く
れ
る
母
と
、
そ
ん
な
家
族
に
囲
ま
れ
て
育
っ
て
い
る
息
子
。
感
謝
の
気
持

ち
を
持
ち
続
け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

〔
補
足
説
明
〕　�　
主
人
の
家
族
は
と
に
か
く
明
る
く
、
生
ま
れ
て
か
ら
ほ
ぼ
毎
日
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
い
る
息
子
に
も
、
毎
朝
顔
を
見
る
な
り
、
ま
る
で
初
め
て
会
っ

た
か
の
よ
う
に
喜
ん
で
笑
っ
て
い
ま
す
。
お
か
げ
で
息
子
も
笑
顔
の
似
合
う
イ
イ
男
に
な
り
ま
し
た
。

高
梁
市　
　
藤ふ

じ
も
り森　

沙さ

織お
り�

さ
ん

【
一
般
の
部
】

審
査
員
よ
り

　

息む
す

子こ

さ
ん
が
布ふ

団と
ん

を
か
け
て
い
る
様よ
う

子す

が
目め

に
浮う
か

か
ぶ
よ
う
で
す
。
笑え

顔が
お

あ
ふ
れ
る

温あ
た
たか
い
家か

族ぞ
く
に
囲か
こ
ま
れ
、
す
こ
や
か
に
成せ
い
長ち
ょ
うし
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
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特
　
別
　
賞

◆
特
別
賞
◆

★�

優
秀
学
校
賞
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
ぐ
る
み
、
学
校
ぐ
る
み
で
の
取
組
に
対
し
て
）

　
　
井
原
市
立
大
江
小
学
校

　
　
新
見
市
立
高
尾
小
学
校

　
　
真
庭
市
立
中
津
井
小
学
校



発行・監修

おかやま子ども応援推進委員会
地域家庭教育推進部会

事務局�〉〉〉岡山県教育庁生涯学習課
700−8570　岡山市北区内山下2−4−6

TEL（086）226−7597
FAX（086）224−2035

検索 クリック!岡山県　生涯学習課　でホームページ

岡山県教育庁生涯学習課のホームページから、この冊子をダウンロードすることができます。


